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1.　児童の栄養判定法に関する研究の うち，多数の児

童について， 採血によらず容易にし かも比較的正確な方

法は，あま ヴ研究されてない よ 引こ思われる。 筆者らは

前報 におい て， 児童 の毛 髪中シスチン含量が，ビタミン

Ａ および 動物性 蛋白質の摂取量を反 映すること，暗調応

テストは各種ビ タミンの過不足を判定するのに役立つこ

とを報 告し た。本研 究はこの方 法を実際的に応用し，学

校給食 前後の栄養状 態や， 実施上の栄養学的な問題点を

明 らか にし， なお， へき地帯 学童の潜在性栄養疾患を早

期 に発 見し，食生活改 善の方 向を見出すことを目的とし

た。

2.　センター方式 によって学校給食 を行ってい る， 岩

手県胆 沢郡金 ケ崎 地区 から都市・農 村・山村形 態の代表

校 ３校 をえ らび ３か月毎 に上 記の方 法を適用し ，その効

果を判定し ながら問題 点を摘 出し た。 その他 サーリ一法

に よる 血色素検査， フリッカーの疲労測定器による検査

も併用した。 へ き地帯学童 につい ては,    4組 以上の学校

をえらび，同じ方 法によって潜在性 栄養 疾患をみっ け，

栄養剤やビ タ ミン負 荷試験を行って，その効果 を観察し

た。

3･　学 校給食 の効果 は３か月 頃から暗調応テ ストに反

映し,   1年後 には偏食 者や家 庭食の悪い 人以外は，正常

値 に近 く なった シ スチン含量は６か月 頃か ら 上昇し た

が,  1 年 では正 常値 までは達しなかった。 へき地校の場

合 は， 学校給食の効果 が顕著に現われた。


